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９
月
１
０
日
～
１
１
日
に
仙
台
市
秋
保
温
泉
に
て
、
４
年

ぶ
り
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

各
地
協
か
ら
職
場
報
告
を
受
け
、
工
務
協
の
在
り
方
や
若

手
組
合
員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

交
流
会
は
、
１
５
時
に
開
会
し
仙

台
工
務
協
議
長
の
佐
藤
さ
ん
を
座

長
に
選
出
し
、
東
日
本
本
部
武
田
書

記
長
・
仙
台
地
本
丸
谷
書
記
長
・
出

羽
議
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
清

水
事
務
長
よ
り
議
題
の
提
起
を
受

け
て
討
論
に
は
い
り
ま
し
た
。 

 

二
日
間
を
通
し
、
２
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

 

各
地
協
報
告 

Ｊ
Ｒ
の
若
手
は
「
来
年
も
職
場
に
い

る
か
分
か
ら
な
い
」
の
声
。
飲
み
に
行

き
ま
し
ょ
う
と
声
が
か
か
る
の
で
、
拡

大
に
努
め
て
い
き
た
い
。（
八
王
子
） 

３
年
ぶ
り
に
団
交
を
開
催
し
、
洗
濯

機
を
購
入
さ
せ
た
。
設
備
技
セ
発
足
か

ら
１
年
が
経
っ
て
も
、
業
務
内
容
の
仕

切
り
が
出
来
て
い
な
い
。（
横
浜
） 

 
 

「
将
来
展
望
が
見
え
な
い
、
低
賃
金

で
生
活
で
き
な
い
」
と
不
安
・
不
満
の

声
。
エ
ル
ダ
ー
出
向
は
、
主
任
以
上
が

本
体
に
残
っ
た
。
若
手
の
嫌
が
る
仕
事

を
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。（
東
京
） 

組
織
再
編
の
団
交
で
、
会
社
の
不
誠

実
な
回
答
。
若
手
か
ら
、「
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
の

声
。
Ｊ
Ｒ
は
、
事
故
事
象
を
繰
り
返
さ

な
い
と
い
う
危
機
意
識
が
後
退
し
て

い
る
。（
水
戸
） 

社
員
代
表
者
選
挙
で
は
、
２
事
業
所

で
立
候
補
し
、
労
働
組
合
だ
か
ら
で
き

る
主
張
を
行
っ
た
。
投
票
に
あ
た
り
問

題
点
を
団
交
で
追
求
。
エ
ル
ダ
ー
制
度

改
善
を
要
求
し
て
い
く
。（
建
設
） 

 

東日本工務協議会 

１
日
目
の
討
論
を
終
了
後
、
懇
親
会

で
は
、
若
手
の
阿
部
さ
ん
の
乾
杯
発
声

で
始
ま
り
、
自
己
紹
介
と
近
況
報
告
を

行
い
、
各
地
協
よ
り
持
ち
寄
っ
た
地
酒

を
堪
能
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

【
２
日
目
の
討
論
】 

分
会
は
、
長
野
電
気
分
会
か
ら
運
輸

区
分
会
に
変
わ
っ
た
。 

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
で
、
軌
間
の
基
準
値
超

過
で
列
車
抑
止
。
Ｊ
Ｒ
本
体
が
現
地
調

査
や
徐
行
手
配
を
し
な
か
っ
た
事
象

が
発
生
し
た
。
適
切
な
判
断
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。（
長
野
） 

保
線
の
メ
ン
テ
Ｇ
は
、
年
齢
層
が
低

く
一
人
の
負
担
が
大
き
い
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
走
行
区
間
で
、
絶
縁
不
良
で
短

絡
、
４
時
間
列
車
を
止
め
た
。
若
年
化

と
共
に
現
場
を
見
る
目
が
不
足
し
て

い
る
。（
盛
岡
） 

保
線
か
ら
警
備
会
社
に
エ
ル
ダ
ー

出
向
し
、
警
備
巡
回
中
に
倒
れ
た
。 

「
年
休
を
取
ら
な
い
で
欲
し
い
。
２

５
分
の
超
勤
手
当
が
支
払
わ
れ
な
い
。

連
夜
の
夜
勤
が
当
た
り
前
」
の
厳
し
い

実
態
で
あ
る
。（
千
葉
） 

都
市
開
発
で
は
、
草
刈
り
機
を
扱
う

が
特
殊
健
康
診
断
を
や
っ
て
い
な
い
。 

用
地
界
標
の
作
業
で
、
列
車
見
通
し 

距
離
を
確
保
で
き
ず
仕
事
を
止
め
さ

せ
た
。
（
高
崎
） 

７
月
、
若
手
を
含
め
た
泊
の
交
流
会

を
開
催
し
た
。
未
加
入
の
若
手
か
ら

「
組
合
は
こ
り
ご
り
だ
。
」「
組
合
は
悪

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。」
と
話
さ
れ
た
。 

国
労
の
若
手
を
支
え
、
継
続
し
て
交

流
会
を
開
催
し
て
い
く
。（
仙
台
） 

清
掃
の
エ
ル
ダ
ー
出
向
に
出
て
３

年
、
元
職
場
に
４
ケ
月
に
１
回
顔
を
出

し
て
い
る
。
管
理
者
か
ら
「
職
場
に
指

導
者
が
い
な
い
、
若
手
が
育
成
さ
れ
な

い
。」
の
声
。
若
手
は
「
悪
く
な
っ
た
ら

辞
め
ま
す
。
」
落
胆
的
な
考
え
に
な
っ

て
い
る
。
（
東
京
） 

 ＝
若
手
組
合
員
か
ら
＝ 

（
阿
部
）
４
月
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
建
設
に

出
向
し
て
い
る
。
仕
事
は
き
つ
い
が
、

施
工
す
る
側
と
し
て
言
う
べ
き
こ
と

は
言
っ
て
行
き
な
が
ら
、
３
年
間
頑
張

り
た
い
。
交
流
会
は
続
け
て
頂
き
た

い
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け
る
の
は
勉

強
に
な
る
。 

（
飯
田
）
職
場
は
、
上
手
く
仕
事
が
回

っ
て
い
な
い
。
点
呼
ギ
リ
ギ
リ
に
上
が

っ
て
来
る
の
が
当
た
り
前
。
低
賃
金
の

改
善
を
強
く
求
め
て
行
き
た
い
。 

 

＝
工
務
協
の
在
り
方
に
つ
い
て
＝ 

「
各
地
協
で
開
店
休
業
は
避
け
る

べ
き
。」「
仲
間
を
増
や
し
継
続
し
て
い

く
。
」
「
若
手
が
負
担
に
な
ら
な
い
形

で
、
我
々
が
６
５
歳
満
了
ま
で
支
え
な

が
ら
、
方
向
性
を
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

議
長
か
ら
、「
各
地
協
の
状
況
・
経
過

を
踏
ま
え
、
定
期
委
員
会
に
お
い
て
議

長
が
判
断
し
て
い
く
」
事
と
し
ま
し

た
。 

【
議
長
集
約
】 

 

交
流
会
は
、
来
年
も
開
催
し
て
行
き

た
い
。
Ｊ
Ｒ
・
Ｐ
会
社
問
わ
ず
、
要
員

不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
労
働
強
化
と
健

康
破
壊
が
拡
大
し
て
い
る
。 

会
社
に
問
題
提
起
し
、
国
労
の
存
在

感
を
示
そ
う
。
エ
ル
ダ
ー
出
向
先
の
労

働
条
件
は
劣
悪
で
あ
り
、
改
善
に
向
け

て
東
本
部
と
調
整
し
た
い
。 

自
分
た
ち
が
出
来
る
活
動
を
強
化

し
、
若
手
世
代
と
共
に
工
務
協
運
動
の

発
展
継
承
へ
繋
げ
て
行
こ
う
。
と
集
約

し
ま
し
た
。 

  

交
流
会
を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
、
仙

台
地
協
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


